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図 1 測定概要図 
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1. はじめに 

スマートフォンやタブレット端末などの携帯

情報端末が普及したことにより，無線 LAN も多

くの場所で利用できるようになった [1]．無線

LAN の電波は目に見えないため，どこで無線

LAN に接続することができるかといった電波環

境の把握が難しい．適切なアクセスポイントの

設置場所や電波環境の検討を行うために，受信

電波強度(RSSI)をヒートマップ表示するシステム

がある[2]．また，無線 LAN の電波受信強度の推

定値から，アクセスポイントの位置や測定値が

ない場所の電波強度を推測し，地図上に表示す

る研究も実施されている[3]．これらのシステム

では，地図上に無線 LAN アクセスポイントや電

波状況を図示し，無線 LAN の環境の把握を容易

にしている．多くの無線 LAN のアクセスポイン

トの製品や研究では，アクセスポイントからの

電波伝搬などのシミュレーション結果から電波

強度を推測している．我々は無線 LAN の電波受

信状況に着目し，アクセスポイントの位置は考

慮せずに，RSSI の実測値を基にしたヒートマッ

プ表示システムの研究・開発を行っている[4]． 

無線 LAN の RSSI ヒートマップを表示するシ

ステムは，RSSI の分布を視覚的にわかりやすく

表示することができる．しかし，無線 LAN には

様々な規格[5]があり，アクセスポイントと端末

の対応状況によって接続に用いる規格は異なる．

これまでは,無線 LAN の規格は考慮せず，受信

した RSSI の値からヒートマップを作成していた． 

本研究では無線 LAN 規格ごとに RSSI を測定

し，測定結果を比較した．また，Web サイトや

動画閲覧など無線 LAN を利用する時の主な状況

を踏まえ，スループットとの比較も行った．こ

れらの結果からヒートマップ作成時に考慮する

点，ヒートマップに表示する内容の検討を行う．     

2. 測定方法 

同じ端末で 2.4GHz 帯の電波を用い，アクセス

ポイントの機種を変え電波受信強度 RSSId とスル

ープット TPdを測定した．用いる規格を選択でき

る無線 LAN アクセスポイント A1[6]で， 

IEEE802.11g と IEEE802.11n について測定した．

アクセスポイント A2[7]は IEEE802.11g のみ，ア

クセスポイント A3[8]は IEEE802.11n のみ測定し

た．RSSI とスループットの測定は,アクセスポイ

ントに有線で接続した HTTP サーバと測定端末

(スマートフォン)に実装した測定アプリケーシ

ョンを用い測定した[9]．測定の概要図を図 1 に

示す．測定は屋外と屋内で行い， 高さ h は 1(m)

に固定し，アクセスポイントと測定端末の距離 d

を変化させ測定した．屋外は他のアクセスポイ

ントの影響が無いグラウンド，屋内の測定は鉄

筋コンクリート造りの幅 2.5(m)，高さ 2.6(m)の金

属製のロッカーなども設置されている建物内廊

下で行った． 

3. 結果 

距離ごとに 30 回測定した平均 RSSId について，

図 2(屋外)，図 3(屋内)に示し， RSSIdと TPdの測

定結果を図 4(屋内) に示す．A1～A3 はアクセス

ポイントの機種である．左縦軸を RSSId(dBm)，

右縦軸を TPd(bit/sec)，横軸を d(m)とした． 

図 2，3 よりアクセスポイントと測定端末間の

距離が大きくなると RSSId は小さくなることが分

かる．また， 図 2，3 の RSSIdA1 の結果より，同

一機種の場合は，規格による RSSId の差は少ない．

図 2，3 の RSSIdA1～3の結果より，対応している規

格が異なる機種のアクセスポイントを使用した
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図 4  RSSId, TPd屋内測定結果 

 
図 2  RSSId屋外測定結果 

場合規格による RSSIdに差が見られた．図 4 より

TPdは dに依存しない．  

4. 考察 

結果より，同一機種による RSSId に差は見られ

なかったが，異なる機種の場合差が見られた．

また，RSSId と TPd で，距離に関する傾向は異な

る． 

街中などの実環境では様々な機種のアクセス

ポイントが設置されており，同じ RSSI の値でも

アクセスポイントまでの距離やスループットが

異なることが有り得る．ヒートマップ表示シス

テムでは，RSSI の値だけでなく無線 LAN の規格

も確認できると利便性が向上する． 

5. まとめ 

本研究では無線 LAN の規格ごとにアクセスポ

イントと測定端末間距離を変化させて RSSI とス

ループットの測定を行った．同じアクセスポイ

ントでは，無線 LAN の規格によらず同じ RSSI

の値であったが，同じ無線 LAN 規格でもアクセ

スポイントの機種が異なると RSSI は異なる値に

なることが分かった． 

今後は 5GHz 帯の無線 LAN 規格での測定を行

う予定である．さらに，無線 LAN アクセスポイ

ントの出力電波の電力や指向性なども考慮した

測定も必要である．  
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図 3  RSSId屋内測定結果 
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